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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯科材料として使用するためのケイ酸リチウムガラスセラミックであって、該ケイ酸リ
チウムガラスセラミックが５５．０質量％～７１．０質量％のＳｉＯ２を含有し、８．０
質量％～１６．０質量％のＺｒＯ２、０．５質量％～３．５質量％のＡｌ２Ｏ３、２．５
質量％～７．０質量％のＰ２Ｏ５を含有し、かつメタケイ酸リチウムまたは二ケイ酸リチ
ウムを主要結晶相として含有する、ケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項２】
　前記ガラスセラミックが８．０質量％～９．７質量％のＺｒＯ２を含有する、請求項１
に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項３】
　前記ガラスセラミックが１０体積％より多くのメタケイ酸リチウム結晶を含有する、請
求項１または２のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項４】
　前記ガラスセラミックが２０体積％より多くのメタケイ酸リチウム結晶を含有する、請
求項３に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項５】
　前記ガラスセラミックが３０体積％より多くのメタケイ酸リチウム結晶を含有する、請
求項４に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項６】
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　前記ガラスセラミックが１０体積％より多くの二ケイ酸リチウム結晶を含有する、請求
項１または２のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項７】
　前記ガラスセラミックが２０体積％より多くの二ケイ酸リチウム結晶を含有する、請求
項６に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項８】
　前記ガラスセラミックが３０体積％より多くの二ケイ酸リチウム結晶を含有する、請求
項７に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項９】
　前記ガラスセラミックが５５．０質量％～６９．０質量％のＳｉＯ２を含有する、請求
項１に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１０】
　前記ガラスセラミックが９．０質量％～１７．０質量％のＬｉ２Ｏを含有する、請求項
１～９のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１１】
　前記ガラスセラミックがさらなるアルカリ金属酸化物を、１．０質量％～７．０質量％
の量で含有し、該さらなるアルカリ金属酸化物が、Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２ＯおよびＲｂ２Ｏから
なる群より選択される、請求項１～１０のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセ
ラミック。
【請求項１２】
　前記ガラスセラミックがさらなるアルカリ金属酸化物を、２．０質量％～７．０質量％
の量で含有する、請求項１１に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１３】
　前記ガラスセラミックがさらなるアルカリ金属酸化物を、２．０質量％～５．０質量％
の量で含有する、請求項１２に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１４】
　前記さらなるアルカリ金属酸化物がＫ２Ｏである、請求項１１～１３のいずれか１項に
記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１５】
　前記ガラスセラミックが５．０質量％までのアルカリ土類金属酸化物を含有し、該アル
カリ土類金属酸化物が、ＣａＯ、ＢａＯ、ＭｇＯおよびＳｒＯからなる群より選択される
、請求項１～１４のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１６】
　前記ガラスセラミックが少なくとも１種のさらなる四価元素の酸化物、１種のさらなる
五価元素の酸化物、または１種の六価元素の酸化物を含有する、請求項１～１５のいずれ
か１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１７】
　前記さらなる四価元素の酸化物がＳｎＯ２およびＧｅＯ２から選択され、前記さらなる
五価元素の酸化物がＢｉ２Ｏ５であり、前記六価元素の酸化物がＷＯ３およびＭｏＯ３か
ら選択される、請求項１６に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１８】
　前記ガラスセラミックが以下の成分：
　　成分　　　　　質量％
　　ＳｉＯ２　　　５５．０～６９．０
　　Ｋ２Ｏ　　　　１．０～５．０
　　Ａｌ２Ｏ３　　０．５～３．５
　　Ｐ２Ｏ５　　　２．５～７．０
　　ＺｒＯ２　　　８．０～１６．０
を含有する、請求項１～１７のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項１９】
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　前記ガラスセラミックが、ＫＩＣ値として測定される、少なくとも１．５ＭＰａ・ｍ０

．５の破壊靱性を有する、請求項１～１８のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラス
セラミック。
【請求項２０】
　前記ガラスセラミックが、ＫＩＣ値として測定される、１．８ＭＰａ・ｍ０．５より高
い破壊靱性を有する、請求項１９に記載のケイ酸リチウムガラスセラミック。
【請求項２１】
　歯科材料として使用するためのケイ酸リチウムガラスであって、該ガラスが、請求項１
、２および９～１８のいずれか１項に記載のガラスセラミックの成分を含有し、かつ主要
結晶相としてメタケイ酸リチウムまたは二ケイ酸リチウムを形成するのに適した核を含有
する、ケイ酸リチウムガラス。
【請求項２２】
　粉末、ブランクまたは歯科用修復物の形態で存在する、請求項１～２０のいずれか１項
に記載のケイ酸リチウムガラスセラミックまたは請求項２１に記載のケイ酸リチウムガラ
ス。
【請求項２３】
　酸化ジルコニウムセラミックをコーティングするのに使用するための、請求項１～２０
もしくは請求項２２のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミックまたは請求
項２１もしくは請求項２２に記載のケイ酸リチウムガラス。
【請求項２４】
　歯科用修復物をコーティングするのに使用するため、および歯科用修復物を調製するの
に使用するための、請求項１～２０もしくは請求項２２のいずれか１項に記載のケイ酸リ
チウムガラスセラミックまたは請求項２１もしくは請求項２２に記載のケイ酸リチウムガ
ラス。
【請求項２５】
　酸化ジルコニウムセラミックをコーティングするためのプロセスであって、請求項１～
２０もしくは請求項２２のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラミックまたは
請求項２１もしくは請求項２２に記載のケイ酸リチウムガラスが、該酸化ジルコニウムセ
ラミックに塗布され、そして高温に曝露される、プロセス。
【請求項２６】
　請求項１～２０もしくは請求項２２のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラスセラ
ミックまたは請求項２１もしくは請求項２２に記載のケイ酸リチウムガラスでコーティン
グされた、酸化ジルコニウムセラミック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＺｒＯ２を含有し、そして酸化ジルコニウムセラミックをコーティングする
のに特に適している、ケイ酸リチウムガラスセラミックおよびガラスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　酸化ジルコニウムセラミックは、優れた生体適合性および顕著な機械特性により特徴付
けられ、この理由により、過去において、これらのセラミックは、移植物およびプロテー
ゼのための材料としてのみでなく、歯科用修復物のための枠組み材料として、次第に使用
されている。特に安定化された酸化ジルコニウムベースのセラミックが、主としてこのた
めに使用される。
【０００３】
　多くの場合において、酸化ジルコニウムセラミックの表面を異なる材料でコーティング
することによって、この表面を変更することが望ましい。具体的には、酸化ジルコニウム
セラミックベースの歯科用修復物を調製する場合、このようなコーティングは、この修復
物に望ましい視覚的特性を与えるために、通常使用される。



(4) JP 5976996 B2 2016.8.24

10

20

30

40

50

【０００４】
　ガラスセラミックは、酸化物セラミック（例えば、酸化ジルコニウムセラミック）にコ
ーティングまたは上張りするために、過去にすでに使用されている。これらとしては、長
石ベースのセラミックまたはフルオロアパタイトガラスセラミックが挙げられる。
【０００５】
　二ケイ酸リチウムガラスセラミックもまた公知であり、これらは、高い半透明性および
非常に良好な機械特性に起因して、特に歯科分野において、そして主として、歯科用クラ
ウンおよび小さいブリッジを調製するために使用される。
【０００６】
　特許文献１は、０重量％～２重量％のＺｒＯ２をさらに含有し得るケイ酸リチウムガラ
スセラミックを記載する。これらは、所望の歯科用修復物に加工され、特に、ＣＡＤ／Ｃ
ＡＭ法によりメタケイ酸リチウムガラスセラミックの形態で加工され、ここで引き続く熱
処理は、メタシリケート相の、より高強度のジシリケートの相への転換を起こす。これら
のガラスセラミックはまた、セラミック修復物を覆ってプレスするために使用され得る。
【０００７】
　特許文献２は、類似のケイ酸リチウムガラスセラミックを記載し、これらは、ＺｎＯを
実質的に含まず、そして他の成分に加えて、０重量％～４重量％のＺｒＯ２を含有し得る
。しかし、高い強度を達成するために、０重量％～２重量％という少量のＺｒＯ２が好ま
しい。これらのガラスセラミックはまた、特に、ＣＡＤ／ＣＡＭによる機械加工後に、歯
科用修復物を調製するために役立つ。
【０００８】
　しかし、技術水準から公知であるこれらのケイ酸リチウムガラスセラミックは、これら
が特に、粘性状態でのプレスにより酸化ジルコニウムセラミックをコーティングするのに
適していないという欠点を有する。なぜなら、粘性流動プロセスでのプレス後に、亀裂お
よび傷がこのガラスセラミックに形成されるからである。従って、このような複合材は、
歯科用修復物材料として使用する際に特に絶対必要な機械特性を有さない。
【０００９】
　二ケイ酸リチウムを主要結晶相として含有するガラスセラミック（イットリウムで安定
化されたニ酸化ジルコニウムを含む歯科用修復物を上張りするのに適切である）もまた、
特許文献３から公知である。しかし、これらのガラスセラミックは、ほんの６．０重量％
までの量のＺｒＯ２、およびかなりの量のＮａ２Ｏを含有する。存在するＺｒＯ２は、所
望の二ケイ酸リチウム結晶相の形成を起こすために、必要に応じて存在するさらなる造核
剤（例えば、ＴｉＯ２）と一緒に、単に標準的な造核剤として働く。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１５０５０４１号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１６８８３９８号明細書
【特許文献３】国際公開第２００８／１０６９５８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　すでに公知であるガラスセラミックの上記欠点を考慮して、本発明の目的は、特に粘性
状態でプレスすることによって、プロセスが実質的に亀裂も傷も含まないコーティングを
形成するプロセスで、酸化ジルコニウムセラミックにコーティングされ得るガラスセラミ
ックを提供することである。さらに、このガラスセラミックは、コーティングされる酸化
ジルコニウムセラミックとしっかりした結合を形成し得るべきであり、そしてこのガラス
セラミックが特に歯科用修復物のためのコーティング材料として、かつ歯科用修復物を調
製するための材料としてもまた、使用されることを可能にする視覚的特性および機械特性
を有するべきである。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明は、例えば、以下を提供する：
　（項目１）
　少なくとも６．１重量％のＺｒＯ２を含有する、ケイ酸リチウムガラスセラミック。
【００１３】
　（項目２）
　６．１重量％～２０．０重量％、好ましくは８．０重量％～２０．０重量％、特に好ま
しくは８．０重量％～１８．０重量％、そして非常に特に好ましくは１０．０重量％～１
６．０重量％のＺｒＯ２を含有する、上記項目に記載のガラスセラミック。
【００１４】
　（項目３）
　メタケイ酸リチウムを主要結晶相として含有し、そして特に、１０体積％より多く、好
ましくは２０体積％より多く、そして特に好ましくは３０体積％より多くのメタケイ酸リ
チウム結晶を含有する、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００１５】
　（項目４）
　二ケイ酸リチウムを主要結晶相として含有し、そして特に、１０体積％より多く、好ま
しくは２０体積％より多く、そして特に好ましくは３０体積％より多くの二ケイ酸リチウ
ム結晶を含有する、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００１６】
　（項目５）
　５５．０重量％～７１．０重量％、特に６０．０重量％～６９．０重量％のＳｉＯ２を
含有する、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００１７】
　（項目６）
　９．０重量％～１７．０重量％、特に１１．０重量％～１５．０重量％のＬｉ２Ｏを含
有する、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００１８】
　（項目７）
　０．５重量％～１２．０重量％、特に２．５重量％～７．０重量％の造核剤を含有し、
該造核剤が、特に、Ｐ２Ｏ５、ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５および／または金属から選択され、
そして好ましくは、Ｐ２Ｏ５である、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック
。
【００１９】
　（項目８）
　さらなるアルカリ金属酸化物を、１．０重量％～７．０重量％、好ましくは２．０重量
％～７．０重量％、そして特に好ましくは２．０重量％～５．０重量％の量で含有し、該
さらなるアルカリ金属酸化物が、特に、Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２Ｏおよび／またはＲｂ２Ｏであり
、好ましくは、Ｋ２Ｏである、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００２０】
　（項目９）
　５．０重量％までのアルカリ土類金属酸化物を含有し、該アルカリ土類金属酸化物が、
好ましくは、ＣａＯ、ＢａＯ、ＭｇＯおよび／またはＳｒＯである、上記項目のいずれか
１項に記載のガラスセラミック。
【００２１】
　（項目１０）
　０．２重量％～１０．０重量％、特に２．５重量％～７．０重量％、そして好ましくは
２．５重量％～３．５重量％の三価元素の酸化物を含有し、該三価元素の酸化物が特に、
Ａｌ２Ｏ３、Ｙ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、および／またはＢｉ２Ｏ３であり、そして好ましく
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は、Ａｌ２Ｏ３である、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００２２】
　（項目１１）
　少なくとも１種のさらなる四価元素の酸化物、特にＳｎＯ２もしくはＧｅＯ２、１種の
さらなる五価元素の酸化物、特にＢｉ２Ｏ５、または１種の六価元素の酸化物、特にＷＯ

３もしくはＭｏＯ３を含有する、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック。
【００２３】
　（項目１２）
　以下の成分：
　　成分　　　　　重量％
　　ＳｉＯ２　　　５５．０～７１．０
　　Ｌｉ２Ｏ　　　９．０～１７．０
　　Ｋ２Ｏ　　　　１．０～５．０、特に２．０～５．０
　　Ａｌ２Ｏ３　　０．５～５．０、特に２．５～３．５
　　Ｐ２Ｏ５　　　０．５～１２．０、特に２．５～７．０
　　ＺｒＯ２　　　６．１～２０．０、特に８．０～２０．０
のうちの少なくとも１つ、好ましくは全てを含有する、上記項目のいずれか１項に記載の
ガラスセラミック。
【００２４】
　（項目１３）
　ＫＩＣ値として測定される、少なくとも１．５ＭＰａ・ｍ０．５、そして特に１．８Ｍ
Ｐａ・ｍ０．５より高い破壊靱性を有する、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラ
ミック。
【００２５】
　（項目１４）
　上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミックの成分を含有する、ケイ酸リチウム
ガラス。
【００２６】
　（項目１５）
　メタケイ酸リチウム結晶および／または二ケイ酸リチウム結晶を形成するのに適した核
を含有する、上記項目のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラス。
【００２７】
　（項目１６）
　粉末、ブランクまたは歯科用修復物の形態で存在する、上記項目のいずれか１項に記載
のガラスセラミック、または上記項目のいずれか１項に記載のガラス。
【００２８】
　（項目１７）
　上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック、または上記項目のいずれか１項に
記載のガラスを調製するためのプロセスであって、該ガラスセラミックまたは該ガラスの
成分を含む出発ガラスが、４５０℃～９５０℃の範囲での少なくとも１回の熱処理に供さ
れる、プロセス。
【００２９】
　（項目１８）
　酸化ジルコニウムセラミックをコーティングするための、上記項目のいずれか１項に記
載のガラスセラミック、または上記項目のいずれか１項に記載のガラスの使用。
【００３０】
　（項目１９）
　歯科材料としての、特に、歯科用修復物をコーティングするため、および歯科用修復物
を調製するための、上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック、または上記項目
のいずれか１項に記載のガラスの使用。
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【００３１】
　（項目２０）
　酸化ジルコニウムセラミックをコーティングするためのプロセスであって、上記項目の
いずれか１項に記載のガラスセラミック、または上記項目のいずれか１項に記載のガラス
が、該酸化ジルコニウムセラミックに塗布され、そして高温に曝露される、プロセス。
【００３２】
　（項目２１）
　上記項目のいずれか１項に記載のガラスセラミック、または上記項目のいずれか１項に
記載のガラスでコーティングされた、酸化ジルコニウムセラミック。
【００３３】
　上記目的は、請求項１～１３もしくは１６のいずれか１項に記載のケイ酸リチウムガラ
スセラミックによって達成される。また、本発明の主題は、請求項１４または１５に記載
のケイ酸リチウムガラス、請求項１７に記載のガラスセラミックおよびガラスを調製する
ためのプロセス、請求項１８および１９に記載のこれらの使用、請求項２０に記載の酸化
ジルコニウムセラミックをコーティングするためのプロセス、ならびに請求項２１に記載
のコーティングされた酸化ジルコニウムセラミックである。
【００３４】
　（摘要）
　特に粘性状態でプレスすることによって、酸化ジルコニウムセラミックに有利に塗布さ
れ得、そしてこの酸化ジルコニウムセラミックとしっかりした結合を形成し得る、ケイ酸
リチウムガラスセラミックおよびガラスが記載される。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によって、特に粘性状態でプレスすることによって、酸化ジルコニウムセラミッ
クに有利に塗布され得、そしてこの酸化ジルコニウムセラミックとしっかりした結合を形
成し得る、ケイ酸リチウムガラスセラミックおよびガラスが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、粉砕したガラス円柱の示差熱分析（ＤＳＣ）の結果を示す。
【図２】図２は、ガラス円柱の高温Ｘ線回折（ＨＴ－ＸＲＤ）を使用した、メタケイ酸リ
チウム（Ｌｉ２ＳｉＯ３）および二ケイ酸リチウム（Ｌｉ２Ｓｉ２Ｏ５）の形成の温度か
らの依存性を示す。
【図３】図３は、研磨されてＨＦ蒸気で３０秒間エッチングされた、結晶化した円柱の走
査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）写真を示す。
【図４】図４は、４０％　ＨＦ蒸気でエッチングした後の、結合の走査型電子顕微鏡（Ｓ
ＥＭ）写真を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　本発明によるケイ酸リチウムガラスセラミックは、少なくとも６．１重量％のＺｒＯ２

、そして特に、少なくとも６．５重量％、好ましくは少なくとも７．０重量％、そして特
に好ましくは少なくとも８．０重量％のＺｒＯ２を含有することを特徴とする。
【００３８】
　さらに好ましい実施形態において、このガラスセラミックは、特に６．１重量％～２０
．０重量％、好ましくは８．０重量％～２０．０重量％、特に好ましくは８．０重量％～
１８．０重量％、そして非常に特に好ましくは１０．０重量％～１６．０重量％のＺｒＯ

２を含有する。
【００３９】
　さらに、５５．０重量％～７１．０重量％、そして特に６０重量％～６９重量％のＳｉ
Ｏ２を含有するガラスセラミックが好ましい。
【００４０】
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　さらに、９．０重量％～１７．０重量％、そして特に１１重量％～１５重量％のＬｉ２

Ｏを含有するガラスセラミックが好ましい。
【００４１】
　さらに、このガラスセラミックが、０．５重量％～１２．０重量％、そして特に２．５
重量％～７．０重量％の造核剤を含有する場合に特に好ましいことが示された。好ましい
造核剤は、Ｐ２Ｏ５、ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、金属（例えば、Ｐｔ、Ｐｄ、ＡｕおよびＡ
ｇ）、またはこれらの混合物から選択される。特に好ましくは、このガラスセラミックは
、Ｐ２Ｏ５を造核剤として含有する。驚くべきことに、造核剤としてのＰ２Ｏ５は、特に
、所望の二ケイ酸リチウム結晶の形成を起こし、一方で、ＺｒＯ２含有結晶相（これは、
半透明性のかなりの低下を引き起こし得る）の形成を大いに防止する。その使用によって
、他の望ましくない二次結晶相の形成もまた、見かけ上大いに防止される。
【００４２】
　本発明によるガラスセラミックは、好ましくは、さらなるアルカリ金属酸化物を、１．
０重量％～７．０重量％、好ましくは２．０重量％～７．０重量％、そして特に好ましく
は２．０重量％～５．０重量％の量で含有する。用語「さらなるアルカリ金属酸化物」と
は、Ｌｉ２Ｏ以外のアルカリ金属酸化物をいう。さらなるアルカリ金属酸化物は、特に、
Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２Ｏおよび／またはＲｂ２Ｏであり、そして特に好ましくは、Ｋ２Ｏである
。Ｋ２Ｏの使用は、従来のガラスセラミックにおいて使用されるＮａ２Ｏと比較して、ガ
ラス網目構造の強化に寄与すると仮定される。ガラスセラミックは、２．０未満、特に１
．０未満、好ましくは０．５未満Ｎａ２Ｏを含有すること、および特に好ましくは、Ｎａ

２Ｏを本質的に含まないことが好ましい。
【００４３】
　ガラスセラミックは、５．０重量％までのアルカリ土類金属酸化物を含有することがさ
らに好ましく、ここでこのアルカリ土類金属酸化物は、特に、ＣａＯ、ＢａＯ、ＭｇＯ、
ＳｒＯまたはこれらの混合物である。
【００４４】
　さらに、０．２重量％～１０．０重量％、特に２．５重量％～７．０重量％、そして好
ましくは２．５重量％～３．５重量％の三価元素の酸化物を含有するガラスセラミックが
好ましく、ここでこの酸化物は特に、Ａｌ２Ｏ３、Ｙ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、Ｂｉ２Ｏ３お
よびこれらの混合物から選択され、そして好ましくは、Ａｌ２Ｏ３である。
【００４５】
　以下の成分のうちの少なくとも１つ、そして好ましくは全てを含有するガラスセラミッ
クが、特に好ましい：
　成分　　　　　　重量％
　ＳｉＯ２　　　　５５．０～７１．０
　Ｌｉ２Ｏ　　　　９．０～１７．０
　Ｋ２Ｏ　　　　　１．０～７．０、特に２．０～５．０
　Ａｌ２Ｏ３　　　０．５～５．０、特に２．５～３．５
　Ｐ２Ｏ５　　　　０．５～１２．０、特に２．５～７．０
　ＺｒＯ２　　　　６．１～２０．０、特に８．０～２０．０。
【００４６】
　本発明によるガラスセラミックはさらにまた、さらなる成分を含有し得、これらのさら
なる成分は、特に、さらなる四価元素の酸化物、さらなる五価元素の酸化物、六価元素の
酸化物、融解加速剤、着色剤および蛍光剤から選択される。
【００４７】
　用語「さらなる四価元素の酸化物」とは、ＳｉＯ２およびＺｒＯ２以外の四価元素の酸
化物をいう。さらなる四価元素の酸化物の例は、ＳｎＯ２およびＧｅＯ２である。
【００４８】
　用語「さらなる五価元素の酸化物」とは、Ｐ２Ｏ５以外の五価元素の酸化物をいう。さ
らなる五価元素の酸化物の例は、Ｂｉ２Ｏ５である。
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【００４９】
　六価元素の酸化物の例は、ＷＯ３およびＭｏＯ３である。
【００５０】
　少なくとも１つのさらなる四価元素の酸化物、１つのさらなる五価元素の酸化物または
１つの六価元素の酸化物を含有するガラスセラミックが好ましい。
【００５１】
　融解加速剤の例は、フッ化物である。
【００５２】
　着色剤および蛍光剤の例は、ｄ元素の酸化物およびｆ元素の酸化物であり、例えば、Ｔ
ｉ、Ｓｃ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ａｇ、Ｔａ、Ｗ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｔｂ、ＥｒおよびＹｂの酸
化物である。
【００５３】
　以下で使用される用語「主要結晶相」とは、他の結晶相と比較して体積の割合が最も高
い結晶相をいう。
【００５４】
　本発明によるガラスセラミックは、好ましくは、メタケイ酸リチウムを主要結晶相とし
て含有する。特に、このガラスセラミックは、ガラスセラミック全体に対して１０体積％
より多く、好ましくは２０体積％より多く、そして特に好ましくは３０体積％より多くの
メタケイ酸リチウム結晶を含有する。
【００５５】
　さらに好ましい実施形態において、このガラスセラミックは、二ケイ酸リチウムを主要
結晶相として含有する。特に、このガラスセラミックは、ガラスセラミック全体に対して
１０体積％より多く、好ましくは２０体積％より多く、そして特に好ましくは３０体積％
より多くの二ケイ酸リチウム結晶を含有する。
【００５６】
　本発明による二ケイ酸リチウムガラスセラミックは、特に良好な機械特性を示し、そし
て本発明によるメタケイ酸リチウムガラスセラミックの熱処理により、製造され得る。
【００５７】
　驚くべきことに、その高いＺｒＯ２含有量にもかかわらず、本発明による二ケイ酸リチ
ウムガラスセラミックは、有利な機械パラメータ（例えば、高い破壊靱性値）を有し、そ
して酸化ジルコニウムセラミックに、粘性状態で、焼結または特にプレスによって、ガラ
スセラミックに応力（これにより、亀裂または傷が現れる）を生じさせずに塗布され得る
ことが示された。これらの非常に良好な機械特性が、このガラスセラミックの構造が二ケ
イ酸リチウム結晶（これらは通常、互いに架橋しない）を有するにもかかわらず達成され
ることは、特に驚くべきことである。他方で、このような架橋は、公知の二ケイ酸リチウ
ムガラスセラミックと起こり、そしてこのことは、これらの高い強度の主要な理由である
とみなされる。本発明によるガラスセラミック中のＺｒＯ２が、公知の製品とは異なり、
他の結晶相のための造核剤としては働かず、むしろ、包埋されたＺｒ－Ｏ多面体を介する
ガラス網目構造を強化することが、現在仮定される。これらの多面体は、［ＺｒＯ６／２

］２－または［ＺｒＯ８／２］４－の構造単位であり得、これらは、網目構造形成物また
は網目構造改変物として機能する。
【００５８】
　その高いＺｒＯ２含有量にもかかわらず、本発明による二ケイ酸リチウムガラスセラミ
ックが高い半透明性を有すること、および非晶質－非晶質相分離が起こらないこと、およ
び従って、特に酸化ジルコニウムセラミックベースの歯科用修復物の美的に好ましいコー
ティングのために使用され得ることもまた、驚くべきことである。
【００５９】
　本発明による二ケイ酸リチウムガラスセラミック中に存在する二ケイ酸リチウム結晶は
、特に、小板の形状を有する。この特別な形態は、酸化ジルコニウムセラミックとの亀裂
のない材料結合を可能にすると仮定される。熱冷却段階中の材料結合における重大な応力
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の蓄積は、細長い、すなわち針状晶を有する二ケイ酸リチウムガラスセラミックよりも、
小板形状の結晶形態において、さほど顕著ではないようである。さらに、良好な破壊靱性
（ＫＩＣ値により表わされる）は、小板形状の結晶形態で達成される。
【００６０】
　本発明による二ケイ酸リチウムガラスセラミックは、特に、少なくとも１．５ＭＰａ・
ｍ０．５、そして特に、１．８ＭＰａ・ｍ０．５より高い破壊靱性（ＫＩＣ値として測定
される）を有する。さらに、好ましくは２００ＭＰａ～５００ＭＰａの高い二軸破壊靱性
を有する。さらに、酢酸中での保存後の質量損失により決定された、高い化学耐性を示す
。この化学耐性は、特に、６０μｇ／ｃｍ２未満である。最後に、特に１０．３×１０－

６Ｋ－１ｍ／ｍ未満（１００℃～５００℃の範囲で測定した）の線形熱膨張係数を有し、
従って、これは一般に、コーティングされるべき酸化ジルコニウムセラミックの線形熱膨
張係数より小さい。
【００６１】
　本発明はまた、メタケイ酸リチウム結晶および／または二ケイ酸リチウム結晶を形成す
るのに適した核を有するケイ酸リチウムガラスに関し、このガラスは、本発明による上記
ガラスセラミックの成分を含有する。従って、このガラスは、少なくとも６．１重量％の
ＺｒＯ２を含有する。このガラスの好ましい実施形態に関して、本発明によるガラスセラ
ミックの上記好ましい実施形態が参照される。
【００６２】
　本発明による核を有するガラスは、対応して構成された出発ガラスの熱処理により製造
され得、これは、本発明のさらなる局面を形成する。さらなる熱処理によって、本発明に
よるメタケイ酸リチウムガラスセラミックが形成され得、これが次に、さらなる熱処理に
よって、本発明による二ケイ酸リチウムガラスセラミックに転換され得る。この出発ガラ
ス（核を有するガラスおよびメタケイ酸リチウムガラスセラミック）は、結果として、高
強度二ケイ酸リチウムガラスセラミックの製造のための前駆体とみなされ得る。
【００６３】
　本発明によるガラスセラミックおよび本発明によるガラスは、特に、粉末またはブラン
クの形態で存在する。なぜなら、これらは、これらの形態で容易にさらに加工され得るか
らである。しかし、これらはまた、歯科用修復物（例えば、インレー、アンレー、クラウ
ンまたは橋脚歯）の形態で存在してもよい。
【００６４】
　本発明はまた、本発明によるガラスセラミックおよび本発明による核を有するガラスを
調製するためのプロセスに関し、このプロセスにおいて、このガラスセラミックまたはこ
のガラスの成分を有する出発ガラスが、４５０℃～９５０℃の範囲での、少なくとも１回
の熱処理に供される。
【００６５】
　従って、この出発ガラスは、少なくとも６．１重量％のＺｒＯ２を含有する。さらに、
この出発ガラスはまた、好ましくは、ケイ酸リチウムガラスセラミックの形成を可能にす
る目的で、適切な量のＳｉＯ２およびＬｉ２Ｏを含有する。さらに、この出発ガラスはま
た、さらなる成分（例えば、本発明によるケイ酸リチウムガラスセラミックについて上に
与えられた成分）を含有し得る。ガラスセラミックについてもまた好ましいと記載された
実施形態が、好ましい。
【００６６】
　この出発ガラスを調製するために、この手順は特に、適切な出発材料（例えば、カーボ
ネート、酸化物、ホスフェートおよびフッ化物）の混合物を、特に１３００℃～１６００
℃の温度で、２時間～１０時間融解することである。特に高い均質性を達成するために、
得られるガラス融解物を、ガラス顆粒を形成する目的で水に注ぎ、次いで、得られる顆粒
を再度融解する。
【００６７】
　次いで、この融解物を、出発ガラスのブランク（いわゆる固体ガラスブランクまたはモ
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ノリシックブランク）を製造するための型に注ぎ得る。
【００６８】
　顆粒を調製する目的で、この融解物を再度水に注ぐこともまた可能である。次いで、こ
の顆粒が、粉砕後および必要に応じてさらなる成分（例えば、着色剤および蛍光剤）への
添加後にプレスされて、ブランク（いわゆる粉末未焼結コンパクト）を形成し得る。
【００６９】
　最後に、この出発ガラスはまた、顆粒化後に粉末を形成するように加工され得る。
【００７０】
　次いで、この出発ガラスは、例えば固体ガラスブランク、粉末未焼結コンパクトまたは
粉末の形態で、４５０℃～９５０℃の範囲での少なくとも１回の熱処理に供される。１回
目の熱処理は、最初に５００℃～６００℃の範囲の温度で実施されて、メタケイ酸リチウ
ム結晶および／または二ケイ酸リチウム結晶を形成するのに適した核を有する、本発明に
よるガラスを調製することが好ましい。次いで、このガラスは好ましくは、より高温、特
に、５７０℃より高温での少なくとも１回のさらなる温度処理に供されて、メタケイ酸リ
チウムまたは二ケイ酸リチウムの結晶化を起こし得る。
【００７１】
　本発明によるプロセスにおいて実施される少なくとも１回の熱処理はまた、本発明によ
るガラスまたは本発明によるガラスセラミックを、選択された酸化ジルコニウムセラミッ
ク上にプレスまたは焼結する間に行われ得る。
【００７２】
　歯科用修復物（例えば、インレー、アンレー、クラウンまたは橋脚歯）が、本発明によ
るガラスセラミックおよび本発明によるガラスから調製され得る。従って、本発明はまた
、歯科用修復物の調製のためのこれらの使用に関する。
【００７３】
　しかし、本発明によるガラスセラミックおよび本発明によるガラスは、酸化ジルコニウ
ムセラミックをコーティングするために特に適切である。従って、本発明はまた、酸化ジ
ルコニウムセラミックをコーティングするための、本発明によるガラスまたは本発明によ
るガラスセラミックの使用に関する。
【００７４】
　本発明はまた、酸化ジルコニウムセラミックをコーティングするためのプロセスに関し
、このプロセスにおいて、本発明によるガラスセラミックまたは本発明によるガラスは、
酸化ジルコニウムセラミックに塗布され、そして高温に供される。
【００７５】
　このことは特に、焼結および好ましくはプレスによって、行われ得る。焼結を用いて、
ガラスセラミックまたはガラスは、コーティングされるべきセラミックに通常の様式で（
例えば、粉末として）塗布され、次いで高温で焼結される。好ましいプレスにおいて、本
発明によるガラスセラミックまたは本発明によるガラスは、例えば、粉末未焼結コンパク
トまたはモノリシックブランクの形態で、例えば７００℃～１２００℃の高温で、圧力（
例えば、２バール～１０バール）を加えながらプレスされる。ＥＰ　２３１　７７３に記
載される方法、およびそこに開示されるプレス炉が、特にこのために使用され得る。適切
な炉は、例えば、Ｐｒｏｇｒａｍａｔ　ＥＰ　５０００（Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａｄｅ
ｎｔ　ＡＧ製，Ｌｉｅｃｈｔｅｎｓｔｅｉｎ）である。
【００７６】
　コーティングプロセスの完了後、本発明によるガラスセラミックは、二ケイ酸リチウム
を主要結晶相として含有して存在することが好ましい。なぜなら、特に良好な特性を有す
るからである。驚くべきことに、本発明によるガラスセラミックは、一旦、酸化ジルコニ
ウムセラミック上にコーティングされると、実用的なことに、傷および亀裂を有さず、そ
してガラスセラミックとセラミックとの間にしっかりした結合が達成されることが示され
る。
【００７７】
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　この酸化ジルコニウムセラミックは、その四面体相を安定化するために、Ｃｅ、Ｙ、Ｓ
ｒ、ＣａまたはＭｇの少なくとも１つの酸化物を含有することが好ましい。この酸化ジル
コニウムセラミックはまた、他の無機成分を含む複合材の形態で存在し得る。
【００７８】
　本発明によるガラスセラミックまたは本発明によるガラスでコーティングされた酸化ジ
ルコニウムセラミックは、本発明のさらなる主題を形成する。
【００７９】
　本発明によるガラスセラミックおよび本発明によるガラスの、その前駆体としての上記
特性の観点から、これらはまた、歯科学における使用に特に適切である。従って、本発明
の主題はまた、本発明によるガラスセラミックまたは本発明によるガラスの、歯科材料と
しての使用、特に、歯科用修復物を調製するための使用、または歯科用修復物（例えば、
クラウンおよびブリッジ）のためのコーティング材料としての使用である。
【００８０】
　本発明による二ケイ酸リチウムガラスセラミックと酸化ジルコニウムセラミックとの結
合において、このガラスセラミック中に亀裂が生じないことは、驚くべきことである。特
に、二ケイ酸リチウム結晶の特別な小板形状の形態は、このために重要なものであると考
えられる。熱冷却段階中の材料結合における重大な応力の蓄積は、細長い、すなわち針状
晶を有する二ケイ酸リチウムガラスセラミックよりも、小板形状の結晶形態において、さ
ほど顕著ではないようである。さらに、２．１ＭＰａ・ｍ０．５までの良好な破壊靱性は
、特に小板形状の結晶形態で達成されるが、二ケイ酸リチウム結晶の直接の架橋は、この
構造においては本質的に見られない。従って、本発明によるコーティングされた酸化ジル
コニウムセラミックは、高い強度と、一方では高靱性の酸化ジルコニウムセラミックとの
間、そして他方では、強靭なガラスセラミックとの間の強い複合物であり、この理由によ
り、この複合物は、咀嚼サイクルにおける高い負荷を吸収し得る。従って、本発明による
ガラスセラミックはまた、有利なことに、酸化ジルコニウムセラミックベースの部材を３
つより多く備える、長距離にまたがるブリッジのコーティングにおいて、直接使用され得
る。
【００８１】
　本発明は、実施例を参照しながら以下により詳細に記載される。
【実施例】
【００８２】
　（実施例１～２８　--　組成および結晶相）
　合計２８個の、本発明によるガラスおよびガラスセラミック（表Ｉ～表ＩＶに与えられ
る組成を有する）を、対応する出発ガラスの融解、続いて制御された核形成および結晶化
のための熱処理により調製した。
【００８３】
　この目的で、これらの出発ガラスを最初に、１００ｇ～２００ｇの規模で、通常の素材
から１４００℃～１５００℃で融解し、そして水に注ぐことにより、ガラスフリットに転
換した。次いで、これらのガラスフリットを、均質化のために、１４５０℃～１５５０℃
で１時間～３時間、２回目に融解した。得られたガラス融解物を予熱した型に注いで、ガ
ラスモノリスを製造した。これらのガラスモノリスを、熱処理によって、本発明によるガ
ラスおよびガラスセラミックに転換した。
【００８４】
　制御された核形成および制御された結晶化のために施した熱処理を、選択した例につい
て表Ｖに与える。５００℃～５６０℃の範囲での１回目の熱処理は通常、メタケイ酸リチ
ウム結晶または二ケイ酸リチウム結晶のための核を有するケイ酸リチウムガラスの形成を
もたらし、そして６５０℃～７１０℃での２回目の熱処理は、メタケイ酸リチウムガラス
セラミックの形成をもたらし、そして８００℃～９２０℃の範囲での３回目の熱処理は、
二ケイ酸リチウムガラスセラミックの形成をもたらした。
【００８５】
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　いくつかの実施例において、形成された結晶相を同時に分析しながらの２回目の非等温
熱処理を、それぞれの与えられた温度において、高温Ｘ線回折（ＨＴ－ＸＲＤ）によって
、１回目の熱処理の後に実施した。
【００８６】
　全ての熱処理の完了後に得られた結晶相もまた、表Ｖに列挙する。驚くべきことに、二
ケイ酸リチウムを主要結晶相として含有するガラスセラミックが常に得られた。実施例５
および６を、１回目および２回目の熱処理のみ実施することにより、さらに繰り返した。
この様式で、メタケイ酸リチウムを主要結晶相として含有するガラスセラミックを生成し
た。
【００８７】
　２０重量％までの高いＺｒＯ２含有量にもかかわらず、実施例８のみにおいて、ＺｒＯ

２が二次結晶相として結晶化した。
【００８８】
　（実施例２９　－　ガラスおよびガラスセラミックブランク）
　実施例５による組成を有するガラスを、対応する素材（酸化物およびカーボネートの形
態）を３０分間、Ｔｕｒｂｕｌａミキサー中で混合し、次いでこの混合物を白金坩堝中１
４５０℃で１２０分間融解することによって、調製した。微細に分割されたガラス顆粒を
得る目的で、この融解物を水に注いだ。特に高い均質性を有するガラス融解物を得る目的
で、このガラス顆粒材料を再度、１５３０℃で１５０分間融解した。この温度を１５００
℃まで３０分間低下させ、次いで、１２．５ｍｍの直径を有する円柱形のガラスブランク
を、予熱した分離可能な鋼型または黒鉛型に注いだ。得られたガラス円柱の応力を、５５
０℃で除去した。メタケイ酸リチウム結晶または二ケイ酸リチウム結晶のための核を有す
るガラスが得られた。
【００８９】
　図１は、粉砕したガラス円柱の示差熱分析（ＤＳＣ）の結果を示す。
【００９０】
　図２は、ガラス円柱の高温Ｘ線回折（ＨＴ－ＸＲＤ）を使用した、メタケイ酸リチウム
（Ｌｉ２ＳｉＯ３）および二ケイ酸リチウム（Ｌｉ２Ｓｉ２Ｏ５）の形成の温度からの依
存性を示す。
【００９１】
　次いで、これらのガラス円柱を、６８０℃～７００℃で２０分間の１回目の結晶化に供
した。その加熱速度は、１分間あたり１５℃であった。次いで、これらのガラス円柱を、
８５０℃～８８０℃で３０分間の２回目の結晶化に供した。この処理の後に、その結晶相
の分析は、二ケイ酸リチウムを主要結晶相として含有し、そして低い割合のメタケイ酸リ
チウムおよびリン酸リチウムを二次相として有する、本発明によるガラスセラミックを示
した。
【００９２】
　図３は、研磨されてＨＦ蒸気で３０秒間エッチングされた、結晶化した円柱の走査型電
子顕微鏡（ＳＥＭ）写真を示す。
【００９３】
　これらの結晶化した円柱をさらに、９１０℃のプレス温度で、ＥＰ６００プレス炉（Ｉ
ｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）を使用して、ホットプレスによりさらに加工し
て、試験片を形成した。これらの試験片の特性は、以下のとおりであった：
色：　白色、半透明、蛍光なし
溶解度：　２４μｇ／ｃｍ２（２００８年９月１日のＩＳＯ　６８７２による）
二軸強度：　４２０ ＭＰａ（２００８年９月１日のＩＳＯ　６８７２による）
破壊靱性：　２．０ ＭＰａｍ０．５（ＫＩＣ値として、ＳＥＶＮＢ法を使用して、２０
０８年９月１日のＩＳＯ　６８７２に従って決定した）
熱膨張係数：　９．９×１０－６×１／Ｋ（１００℃～５００℃の範囲で）。
【００９４】
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　（実施例３０　-　酸化ジルコニウムセラミックへのホットプレス）
　実施例５による二ケイ酸リチウムガラスセラミックをホットプレスによって、９２０℃
で、３型Ｙ－ＴＺＰ酸化ジルコニウムセラミック（Ｔｏｓｏｈから得られる）に、Ｐｒｏ
ｇｒａｍａｔ　ＥＰ　５０００プレスおよび焼成の組み合わせ炉（ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｐ
ｒｅｓｓ　ａｎｄ　ｆｉｒｉｎｇ　ｆｕｒｎａｃｅ）（Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａｄｅｎ
ｔ　ＡＧ製，Ｌｉｅｃｈｔｅｎｓｔｅｉｎ）においてプレスした。このコーティングプロ
セスの完了後、欠損のない接合が得られた。
【００９５】
　図４は、４０％　ＨＦ蒸気でエッチングした後の、この結合の走査型電子顕微鏡（ＳＥ
Ｍ）写真を示す。
【００９６】
　（実施例３１　-　小さい歯のキャップおよびブリッジ枠へのホットプレス）
　密に焼結された酸化ジルコニウム（ｅ．ｍａｘ　ＺｉｒＣＡＤ，Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉ
ｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）の１つの小さい歯のキャップ、および４要素ブリッジ枠を、燃焼で
除去できるプラスチック（ＰＭＭＡ）を用いて、解剖学的形状の修復物に作製した。ブリ
ッジ枠とプラスチック部品との両方をＣＡＤ／ＣＡＭプロセスにより製造し、これによっ
て、再現可能な幾何学的形状および層厚さが達成できた。これらの修復物を、歯科用イン
ベストメントコンパウンド（ＩＰＳ　ＰｒｅｓｓＶｅｓｔ　Ｓｐｅｅｄ，Ｉｖｏｃｌａｒ
　Ｖｉｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）で包み、プラスチックを燃焼により除去し、そして実施例２
９による結晶化した円柱をこの枠に９１０℃の温度で直接プレスした。中間層（裏打ち）
を、この酸化ジルコニウムに塗布しなかった。
【００９７】
　冷却の完了後、これらの物品のインベストメントをサンドブラスターで除去し、この際
に、コーティングされたガラスセラミックの高い強度に起因して、特別な注意は必要では
なかった。これらの物品を圧縮チャネルから離し、ダイヤモンドグラインダーで再度乾式
処理し、次いで、残っているあらゆるインベストメントコンパウンドの残渣を緩める目的
で、ＩＰＳ　ＩＮＶＥＸ　Ｌｉｑｕｉｄ（Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）で
超音波下で２０分間処理し、次いで、これらの残渣を、１００μｍの顆粒サイズを有する
Ａｌ２Ｏ３砂で１バール～２バールの圧力でサンドブラストした。
【００９８】
　その表面を熱水蒸気で洗浄し、そしてＩＰＳ　ｅ．ｍａｘ　Ｃｅｒａｍ　Ｇｌａｚｅ（
Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）で７７０℃で２回釉がけし、これによって、
魅力的な光沢を生じた。この釉がけ焼成中に、特別な冷却（緩和冷却）を行わなかった。
このように調製した修復物（すなわち、クラウンおよびブリッジ）は、美的に好ましく、
そして欠損がなかった。これらは、亀裂も気泡も隆起領域も示さなかった。鋸での切断後
、本発明によるコーティングされた二ケイ酸リチウムガラスセラミックと、酸化ジルコニ
ウムとの間の優れた結合が、断面のＳＥＭにより認識された。
【００９９】
　各場合に、８つのクラウンおよび８つのブリッジを、水中に保存しながら、５℃から５
５℃での熱サイクリングに、咀嚼機（Ｗｉｌｌｉｔｅｃ）内で、３００，０００サイクル
で供した。試験強度は、１００，０００サイクルごとに３０Ｎ、６０Ｎまたは９０Ｎであ
った。負荷を０．８Ｈｚの周波数でかけた。この上張り構造体において、欠けは全く存在
しなかった。
【０１００】
　（実施例３２　－　ガラスおよびガラスセラミックブランク）
　実施例２３による組成を有するガラスを出発材料として使用したこと以外は、実施例２
９を繰り返した。得られた結晶化した円柱を、９０５℃の温度のホットプレスによってさ
らに試験片に加工した。これらの試験片の特性は、以下のとおりであった：
色：　歯の色、半透明、歯のような蛍光を有する
溶解度：　３０μｇ／ｃｍ２（２００８年９月１日のＩＳＯ　６８７２による）
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二軸強度：　４０５ＭＰａ（２００８年９月１日のＩＳＯ　６８７２による）
熱膨張係数：　９．９×１０－６×１／Ｋ（１００℃～５００℃の範囲で）。
【０１０１】
　（実施例３３　-　小さい歯のキャップおよびブリッジ枠へのホットプレス）
　実施例３２による結晶化した円柱を使用したこと以外は、実施例３１を繰り返した。４
回までの最終釉がけ焼成後、クラウンおよびブリッジを得、これらもまた、亀裂も気泡も
隆起領域も示さなかった。
【０１０２】
　（実施例３４　-　ガラスセラミックブランク（粉末未焼結コンパクト））
　実施例１～２８と同様に、実施例２４による組成を有する出発ガラスを２回融解した。
しかし、このガラスを次いで、鋼型には注がず、微細に分割されたガラス顆粒を得る目的
で、水中でクエンチした。このガラス顆粒材料を、核形成および１回目の結晶化を起こす
目的で、５５０℃で２０分間、次いで、６８０℃で２０分間熱処理した。このように前処
理した顆粒を２０μｍの平均顆粒サイズまで乾式粉砕し、そして０．１重量％のセラミッ
ク着色顔料と混合した。この混合物をいくらかの水で湿らせ、そして２０ＭＰａのプレス
圧でプレスして、粉末未焼結コンパクトを形成した。この粉末未焼結コンパクトを８５０
℃で３０分間焼結した。この焼結したブランクの結晶相分析は、主要結晶相としての二ケ
イ酸リチウム、ならびに各場合において、二次相としての低い割合のメタケイ酸リチウム
およびリン酸リチウムを示した。
【０１０３】
　これらの焼結したブランクを、９０５℃でのホットプレスにより、ＥＰ６００プレス炉
（Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）を使用して試験片にさらに加工した。これ
らの試験片の特性は、以下のとおりであった：
色：　歯の色、半透明、歯のような蛍光
二軸強度：　３０２ＭＰａ（２００８年９月１日のＩＳＯ　６８７２による）。
【０１０４】
　（実施例３５　-　小さい歯のキャップへのホットプレス）
　実施例３４による焼結されたブランクを使用して小さい歯のキャップ上に圧縮したこと
以外は、実施例３１を繰り返した。２回の最終釉がけ焼成後、クラウンを得、これらもま
た、亀裂も気泡も隆起領域も示さなかった。
【０１０５】
　（実施例３６　-　小さい歯のキャップ上への焼結）
　実施例３４と同様に、０．１重量％の顔料で着色した実施例２４による組成のガラスセ
ラミック粉末を、調製した。しかし、今回は、粉末ブランクを圧縮しなかった。この粉末
をモデル化液（ｅ．ｍａｘ　Ｃｅｒａｍ　Ｂｕｉｌｄ　Ｕｐ　Ｌｉｑｕｉｄ，Ｉｖｏｃｌ
ａｒ　Ｖｉｖａｄｅｎｔ　ＡＧ）とブレンドし、そして咬合形態をモデル化する目的で、
この混合物を、予め製造した酸化ジルコニウムの１つの小さい歯のキャップに塗布した。
次いで、このコーティング用混合物を、歯科用炉（Ｐ５００，Ｉｖｏｃｌａｒ　Ｖｉｖａ
ｄｅｎｔ　ＡＧ）内で、８５０℃の保持温度で、２分間の滞留時間で焼結した。
【０１０６】
　焼結後、これらのクラウンの端をダイヤモンドグラインダーで切り落とし、そして２回
目をコーティングした。次いで、２回のさらなる釉がけ焼成を７７０℃の温度で実施した
。美的に高品質の歯の色のクラウン（自然に見える蛍光および乳光を有する）が得られた
。これらもまた、亀裂も気泡も隆起領域も示さなかった。
【０１０７】
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【表１】

【０１０８】
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【表２】

【０１０９】
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【表３】

【０１１０】
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【表４】



(20) JP 5976996 B2 2016.8.24

10

20

30

40

【表５】

　ＨＴ－ＸＲＤ分析において、約２Ｋ／分の加熱速度を使用した。



(21) JP 5976996 B2 2016.8.24

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】



(22) JP 5976996 B2 2016.8.24

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  クリスティアン　リッツベルガー
            オーストリア国　６７１０　ネンツィング，　グリエネーク　２０
(72)発明者  リカルド　デラジアコモ
            オーストリア国　６８０５　フェルトキルシュ－ギシンゲン，　グレンツヴェーク　１５アー
(72)発明者  マルセル　シュヴァイガー
            スイス国　７０００　クール，　グーテルシュトラーセ　１６
(72)発明者  ハラルド　ビュールク
            オーストリア国　６８２０　フラスタンツ，　バルデラ　５アー
(72)発明者  ヴォルフラム　ホーランド
            リヒテンシュタイン公国　９４９４　シャーアン，　イム　エシェールレ　２６
(72)発明者  フォルカー　ラインベルガー
            リヒテンシュタイン公国　９４９０　ヴァドゥーツ，　マレーシュトラーセ　３４

    合議体
    審判長  新居田　知生
    審判官  永田　史泰
    審判官  後藤　政博

(56)参考文献  特開２００５－５３７７６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００６－２１９３６７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－３１４９３８（ＪＰ，Ａ）
              特開平８－４０７４４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１０１４０９（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２３３９４１（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－３５４１７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１８８２６０（ＪＰ，Ａ）
              特開２００５－６２８３２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１９４８４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１９４６８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              C03C10/04-10/14
              A61K6/027
              C03C3/076-3/118
              C03B32/02


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

